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　「Tyroniusの巻物」

　著者：Tyronius
　兄弟へ
　この手紙をお前が手に取る時までには、俺は死の手の内に抱かれちまっているだろう。この猛攻にお前が居合わせていないことを、俺は嬉しく感じる。俺達は数の上で負けている――５匹のアン・デッドに対して１人の人間というところ。どうやって連中が入り込んできたものか、俺には分からない！　この死者の家〔霊廟〕の広間を掃除してたら、俺達は閉じ込められちまった。俺達は孤立しちまったんだ。俺自身と、Pegasai、Jonis、Luvenだけ。〔魔術的エネルギーの〕最初の波動が目に入ったら、すぐに連中は背後から姿を現してきた！　どうやって連中が俺達をビックリさせられたものか、俺には見当も付かない。まるで、何も無いところから姿を現したみたいだった。何らかの手段によって、この辺に召喚されたんだろう。やっと武器を持っていられるっていう位になるまで、俺達は長々と懸命に戦った。Jonisが最初に切り伏せられた。兄弟よ、俺達の親友のJonisは、何とも痛ましい風に俺の目の前で死んだ。でも、奴は戦士の名誉と共に死んだということ、それを分かってくれ。これは負け戦になるだろう。もっと霊廟の奥の方へ行くよう、Pegasaiは俺を促した。Luvenの姿を目にしなかったが、奴の断末魔は霊廟の何処かから聞こえてきた。俺は、この主玄室に避難してきているところだ。さて、俺達はGorisに返さなきゃならない借りが在る。それは、生きている俺の手からは返しちゃもらえないだろう。俺はPegasaiと合流するまで持ちこたえられるだろう――あるいは、あの忌々しいBonewalkerどもが俺にトドメを刺しにくるまで。

俺達は、自分らのケツを危険に晒してまでGorisの仕事を熱心に手助けしてやって、それだから、奴は報酬を約束することになったんだ。その報酬を奴が取り戻そうってんなら、忌々しい話だぜ！　兄弟、お前が此処に辿り着いて〔約束の報酬を見つけられずに〕俺の死体しか見つけられなかったら、お前に宛てた俺からの最後の手紙の意を汲み取って欲しい。お前の兄弟、お前の信頼すべき仲間の仇を取ってくれ。俺達の魂が安らかに眠れるように。GorisはTel Moraの霊廟で見つかる。その特別の霊廟の中の隠れ家に俺達は戦利品を溜め込んであるんだが、あのクソったれのアホは死に腐れの手下と一緒に其処に住んでいるんだ。奴に知られずに、その霊廟の入口に合う鍵を鋳造しておいた。それを使って奴の隠れ家に潜り込んでくれ。Gorisが最後の手段に出るはずは無いし、出ることは出来ない。奴は俺達を裏切って駒にしやがった。お前の兄弟の仇を取ってくれ。仇を！
　お前の長寿が何時までも健やかに在らんことを。

　Tyroniusより
